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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

 

「時流を捉えること」 

                          学年主任 植原孝仁 

「半導体だったなぁ」 

夏期休業中に古い友人に会ったとき、友人がもらしていたことばである。彼は決して仕事で成功

してないわけではないが、半導体関連会社の業績は目覚ましく、それが給料に大きく反映されて

いることを羨ましく思っていた。本当かどうかは確認のしようはないが、中には億を超えるボー

ナスを手にする社員もいると友人は言っていた。確かに、コロナにより世界的に PC やスマホ等

のデバイス需要が高まったことや、自動車が半導体不足で生産が遅れ納車待ちの状態が続いてい

るとよく聞くことからも半導体の需要が高いことが分かる。スマホ等デバイスの高機能化や自動

車の自動運転技術の進展、メタバースの実現に向けた取組などを考えてみると、今後、半導体業

界の更なる成長も期待される。 

 ここ数年、「予測困難な時代」を最近の言葉で、「VUCA(ブーカ)の時代」などと呼ばれてい

る。VUCA とは、Volatility(変動性)、Uncertainty(不確実性)、Complexity(複雑性)、

Ambiguity(曖昧性)の頭文字を取った造語である。そのような時代の中、時流(その時代の社会一

般の風潮や思想の傾向)を捉えたり、時流に乗ったりすることは簡単な事ではない。また、仮に一

度時流を捉えるとこができたとしても、変化の中で常に考え方や捉え方をアップデートしていこ

うという姿勢がないとすぐに時代遅れとなってしまう恐れもある。VUCA の時代に時流を捉える

ために必要な力が、例えば学力であれば「思考力・判断力・表現力」であるとして、現在の大学

入試のトレンドとなっているが、勉学だけでなく様々な活動を経験する中で身につくスキルが必

要となる。それは、一朝一夕では決して身に着く力でないので、生徒の皆さんには高校卒業後も

積極的に様々なことに挑戦して欲しいと願っている。 

 私が大学の頃、前述の友人とは別の人物であるが、友人の中に、「これからは半導体だ」とよ

く言っている人がいた。その友人は半導体とは全く関係のない職業に就いたし、それを聞いた私

にしても半導体業界に就職したいとは思わなかった。将来の職業を考えたとき、まず自分の「や

りたいこと」とか「適性」を考えるのは当然のことだと思う。一方で、ますます予測困難な時代

を迎え、変化の激しいこの時代を生き抜くために、「時流を捉えること」も大切になると思う。受

験期の今は、一心不乱に勉学に熱中して、ぜひとも自分の力で合格をつかんでそれを自信に変え

て欲しいと思うが、大学進学後は、学問のみならず幅広い分野で活躍できる人間になってもらい

たい。そして、来るべきときに時流を捉えられるような人間になって欲しい。 

 

 



 

 「わらうかどには」                                  ５組担任 石坂綾子 

いよいよ新学期が始まりましたね。 

この夏休み、みなさんはそれぞれの進路実現に向けて一生懸命に頑張ってきて、一方でたくさんの不安を抱え

ながら今日を迎えているのだろうと思います。 みなさんが夏休み前に見せてくれた決意と、この夏の努力を私は

誇りに思っています。 

自分自身を知り、自分の気持ちや考えを大切にしながら、前に進んでいくということは意外と難しいことですよ

ね。 でも、その歩みの中で必ず新たな自分に出会うことができると私は信じています。 これまで何度か３年生を

受け持ってきて、受験の醍醐味はそれなのかなと最近思っています。 今の不安な気持ちも、必ず成長と喜びに変

わっていくことでしょう。 自身の進路実現に向けてみなさんがしている（していく）決断はどれも偉大なものです。

私はそれらの決断をするみなさんの一歩一歩を心から応援しています。 

これからの受験生活の中で大変なこともあると思いますが、学校では仲間とともに支え合い、仲間と笑顔を分

かち合うことができます。 学校って素晴らしいところです！（だから私は学校が大好きで教員という職業を選びまし

た） 私は、人と人とのつながりこそが人生の中で最も豊かな宝物だと思っています。 

ここには仲間がいるから、きっとみなさんはこの受験を乗り越えることができますよ！ 

残り半年の高校生活を、有意義な時間にしてくださいね。 勉強だけに 

時間をとられることなく、自分を表現する喜びや自分と仲間の笑顔にたくさん 

触れて欲しいなと思っています。 東高生活３年間の集大成を迎えるみなさん 

のこれからがとても楽しみです。 私も精一杯みんなのサポートをしていきます、 

みなさんが自分を信じて自らの輝きを大切に過ごせることを願っています。 

 

 

 


